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■Ⅰ 建設候補地比較表 

１．安全性の比較 

（１）柏原市庁舎候補地におけるハザード想定の現状 

 

表 1-1 ハザード想定の現状 

候補地 

ハザード項目 

（候補地Ａ） 

現庁舎敷地 

（候補地Ｃ） 

玉手浄水場 

（候補地Ｄ） 

片山雨水ポンプ場 
資料・出典 

土地条件 盛土地・埋立地 自然堤防 盛土地・埋立地 数値地図 25000（土地条件） 国土地理院 

地 

震 

南海トラフ 

巨大地震 
地震（揺れ） 計測震度 震度６弱 震度６弱 震度６弱 

南海トラフ巨大地震対策等検討会（平成 25 年 大阪府） 
南海トラフ 

巨大地震 
地震（液状化） ＰＬ値 

液状化の危険度は高い 

（PL 値 25 以上） 

液状化の危険度は高い 

（PL 値 25 以上） 

液状化の危険度は高い 

（PL 値 15～20） 

生駒断層帯地震（揺れ） 計測震度 震度６強 震度６強 震度６強 大阪府地震被害想定（平成 19 年 3 月 大阪府）  

延焼火災 延焼危険度 なし なし なし 柏原市災害危険度判定調査業務報告書（平成 22 年 3 月 柏原市） 

風 

水 

害 

大和川洪水浸水 

（想定最大規模） 

大和川洪水浸水（想定最大規模） 

①浸水深さ 
なし 0.5～3.0ｍ未満 3.0～5.0ｍ未満 

大和川洪水浸水想定区域図（平成 28 年 5 月 国土交通省） 

※想定最大規模①～④は 1,000 年に 1 回の降雨確率 

計画規模は 200 年に 1 回の降雨確率 

大和川洪水浸水（想定最大規模） 

②浸水継続時間 
なし 

3 日～ 

1 週間未満 

12 時間～ 

1 日未満 

大和川洪水浸水（想定最大規模） 

③家屋倒壊等（氾濫流） 
なし なし あり 

大和川洪水浸水（想定最大規模） 

④家屋倒壊等（河岸浸食） 
あり なし なし 

大和川洪水浸水（計画規模） 浸水深さ なし 0.5ｍ未満 0.5～3.0ｍ未満 

寝屋川浸水 浸水深さ なし なし なし 
寝屋川浸水想定区域図（平成 18 年 3 月大阪府） 

※200 年に 1 回の降雨確率 

土砂災害 警戒区域等 なし なし なし 土砂災害警戒区域等（大阪府） 
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（２）土地条件 

 

 

 

資料：数値地図 25000（土地条件） 国土地理院 

図 1-1 土地条件図 
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（３）地震時 

 

  

資料：南海トラフ巨大地震対策等検討会（平成 25 年 大阪府） 

図 1-2 南海トラフ巨大地震計測震度 

資料：南海トラフ巨大地震対策等検討会（平成 25 年 大阪府） 

図 1-3 南海トラフ巨大地震ＰＬ値（液状化） 

 

※ＰＬ値とは、液状化指数のことで、値が大きいほど液状化危険度が高いことを示します。ただし、この想定図では、府独自に収集したボーリングデータに基づいて作成したものであり、地盤改良などは考慮していません。また、地震は自然現象であり不確実性を伴う

ことに留意する必要があります。例えば、液状化可能性が低いとされている地域について、液状化が発生しないことを保証するものではありません。 
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資料：大阪府地震被害想定（平成 19 年 3 月 大阪府） 

図 1-4 駒断層帯地震 計測震度 

資料：柏原市災害危険度判定調査業務報告書（平成 22 年 3 月 柏原市） 

図 1-5 火災延焼要整備地区 
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（４）風水害時 

  

資料：大和川洪水浸水想定区域図（平成 28 年 5 月 国土交通省） 

図 1-6 大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 

資料：大和川洪水浸水想定区域図（平成 28 年 5 月 国土交通省） 

図 1-7 大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 

 
※大和川洪水浸水想定区域図（想定最大規模）は、平成 27年の水防法改正により、「想定し得る最大規模の降雨」（河川整備の計画規模を上回るもの）を前提として、現況の河川整備状況に照らし、一定の前提条件の下に計算されたものです。大和川では、想定最大規

模を 316ｍｍ/12ｈとしています。ただ、想定し得る最大規模の降雨は、発生頻度がきわめて低い降雨のため、リスクを適切に把握し、発生確率に応じた適切な対応を検討するために、比較的発生頻度の高い降雨として、「河川整備の目標とする降雨」164ｍｍ/12ｈを

想定した大和川洪水浸水想定区域図（計画規模）も併せて公表しています。 

  

大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（想定最大規模） 
１ 説明文 

(1)この図は、大和川水系大和川の洪水予報区間について、水防法の規
定により想定最大規模降雨による洪水浸水想定区域、浸水した場合
に想定される水深を表示した図面です。 

(2)この洪水浸水想定区域図は、指定時点の大和川の河道及び洪水調節
施設の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により大
和川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションにより予測

したものです。 
(3)なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊によ

る氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える規模の降雨に

よる氾濫、高潮及び内水による氾濫等を考慮していませんので、こ
の洪水浸水想定区域に指定されていない区域においても浸水が発
生する場合や、想定される水深が実際の浸水深と異なる場合があり

ます。 
２ 基本事項等 
(1)作成主体 国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所 

(2)指定年月日 平成 28 年 5 月 31 日 
(3)告示番号 国土交通省近畿地方整備局告示第 108 号 
(4)指定の根拠法令 水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 14 条第 1

項 
(5)対象となる洪水予報河川 

・大和川水系大和川（実施区間） 

 左岸：奈良県磯城郡川西町北吐田地先から海まで 
 右岸：奈良県大和郡山市額田部町地先から海まで 

(6)指定の前提となる降雨 大和川流域の 12 時間総雨量 316 mm 

(7)関係市町村 大阪市、堺市、藤井寺市、八尾市、柏原市、羽曳野市、
松原市、東大阪市、大和郡山市、天理市、三郷町、安堵町、王寺町、
広陵町、川西町、斑鳩町、河合町、三宅町 

(8)その他計算条件等 
はん濫計算は、対象区域を 25m 格子（計算メッシュという）に分割

して、これを 1 単位として計算しています。また、計算メッシュの地

盤高は航空レーザー測量結果をもとに平均地盤高を算定したものを用
いています。このため、微地形による影響が表せていない場合があり
ます。なお、航空レーザー測量は平成 25 年度、河道の測量は平成 24

年度に実施したデータを用いて計算しています。 
 

大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（浸水継続時間） 
説明文 

(1)この図は、大和川水系大和川の洪水予報区間について、水防法
の規定に基づき浸水継続時間を表示した図面です。 

(2)この浸水継続時間は、公表時点の大和川の河道及び洪水調節施

設の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に伴う洪水により
大和川が氾濫した場合の浸水の状況をシミュレーションによ
り予測したものです。 

(3)なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の決壊
による氾濫、シミュレションの前提となる降雨を超える規模の
降雨、高潮及び内水による氾濫等を考慮していませんので、こ

の想定される浸水継続時間が実際の浸水継続時間と異なる場
合や、浸水継続時間が明示されていない区域においても浸水が
発生する場合があります。 

2 基本事項等 
(1)作成主体  国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所 
(2)公表年月日 平成 28 年 5 月 31 日 

(3)告示番号  国土交通省近畿地方整備局告示第 108 号 
(4)根拠法令 水防法（昭和 24 年法律第 193 号）第 14 条第 2 項 
(5)対象となる洪水予報河川 

・大和川水系大和川（実施区間） 
左岸：奈良県磯城郡川西町北吐田地先から海まで 
右岸：奈良県大和郡山市額田部町地先から海まで 

(6)算出の前提となる降雨 大和川流域の 12 時間総雨量 316 mm 
(7)関係市町村 大阪市、堺市、藤井寺市 八尾市、柏原市、羽曳野

市、松原市、東大阪市、大和郡山市、天理市、三郷町、安堵町、

王寺町、広陵町、川西町、斑鳩町、河合町、三宅町 
(8)その他計算条件等 

はん濫計算は、対象区域を 25m 格子（計算メッシュという）

に分割して、これを 1 単位として計算しています。また、計算メ
ッシュの地盤高は航空レーザー測量結果をもとに平均地盤高を算
定したものを用いています。このため、微地形による影響が表せ

ていない場合があります。なお、航空レーザー測量は平成 25 年度、
河道の測量は平成 24 年度に実施したデータを用いて計算してい
ます。 
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資料：大和川洪水浸水想定区域図（平成 28 年 5 月国土交通省） 

図 1-8 大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）） 

資料：大和川洪水浸水想定区域図（平成 28 年 5 月国土交通省） 

図 1-9 大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）） 

 

※家屋倒壊等氾濫想定区域（氾濫流）とは、河川堤防の決壊または洪水氾濫流により、モデル的な木造２階建て家屋の倒壊のおそれがある区域です。 

※家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）とは、洪水時の河岸浸食により、木造・非木造によらず、家屋の倒壊のおそれがある区域です。洪水中に生じる河岸浸食幅は、洪水の規模や継続期間、河道の断面形状、河岸の地質、護岸の有無などによって異なり、その幅を定

量的に評価することができません。そのため、図上で示された範囲は、過去に発生した全国の河岸浸食の事例を参考に、設定された目安の範囲となります。 

  

大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定

区域（河岸侵食）） 
１ 説明文 
(1)この図は、大和川水系大和川の洪水予報区間について、家

屋倒壊等をもたらすような氾濫の発生が想定される区域
（家屋倒壊等氾濫想定区域）を表示した図面です。 

(2)この家屋倒壊等氾濫想定区域は、公表時点の大和川の河道

及び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定最大規模降
雨に伴う洪水により大和川の河岸の侵食幅を予測したも
のです。 

(3)また、家屋倒壊等氾濫想定区域は、大和川の河岸が侵食さ
れた場合における、家屋の倒壊・流出等の危険性がある区
域の目安を示すものですが、個々の家屋の構造強度特性等

の違いから、この区域の境界は厳密ではなく、あくまでも
目安であることに留意して下さい。 

２ 基本事項等 

(1)作成主体 国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所 
(2)公表年月日 平成 28 年 5 月 31 日   
(3)対象となる洪水予報河川 

•大和川水系大和川（実施区間） 左岸：奈良県磯城郡川西
町北吐田地先から海まで 右岸：奈良県大和郡山市額田部
町地先から海まで 

(4)算出の前提となる降雨 大和川流域の 12 時間総雨量
316mm 

(5)関係市町村 大阪市、堺市、藤井寺市、八尾市、柏原市、

松原市、大和郡山市、三郷町、安堵町、王寺町、川西町、
斑鳩町、河合町 

(6)その他計算条件等 

 はん濫計算は、対象区域を 25m 格子（計算メッシュという）
に分割して、これを 1 単位として計算しています。また、
計算メッシュの地盤高は航空レーザー測量結果をもとに

平均地盤高を算定したものを用いています。このため、微
地形による影響が表せていない場合があります。なお、航
空レーザー測量は平成 25 年度、河道の測量は平成 24 年度

に実施したデータを用いて計算しています。 
 

大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域

（氾濫流）） 
１ 説明文 
(1)この図は、大和川水系大和川の洪水予報区間について、家屋

倒壊等をもたらすような氾濫の発生が想定される区域（家屋
倒壊等氾濫想定区域）を表示した図面です。 

(2)この家屋倒壊等氾濫想定区域は、公表時点の大和川の河道及

び洪水調節施設の整備状況を勘案して、想定最大規模降雨に
伴う洪水により大和川が氾濫した場合の氾濫流の状況をシ
ミュレーションにより予測したものです。 

(3)なお、このシミュレーションの実施にあたっては、支川の結
果による氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を超える
規模の降雨、高潮及び内水による氾濫等を考慮していません

ので、この家屋倒壊等氾濫想定区域に指定されていない区域
においても家屋倒壊・流出等が発生するおそれがあります。 

(4)また、家屋倒壊等氾濫想定区域は、一定の仮定を与えて算定

しており、(3)の条件に加え、倒壊等する家屋は直接基礎の
標準的な木造家屋を想定していること、堤防の宅地側には家
屋が無い更地の状態で氾濫計算をしていること等の理由か

ら、この区域の境界は厳密ではなく、あくまでも目安である
ことに留意してください。 

２ 基本事項等 

(1)作成主体 国土交通省近畿地方整備局大和川河川事務所 
(2)公表年月日 平成 28 年 5 月 31 日 
(3)対象となる洪水予報河川  

•大和川水系大和川（実施区間） 左岸：奈良県磯城郡川西
町北吐田地先から海まで 右岸：奈良県大和郡山市額田部
町地先から海まで 

(4)算出の前提となる降雨 大和川流域の 12 時間総雨量 316mm 
(5)関係市町村 大阪市、堺市、藤井寺市、八尾市、柏原市、松

原市、大和郡山市、三郷町、安堵町、王寺町、川西町、斑鳩

町、河合町 
(6)その他計算条件等 
 はん濫計算は、対象区域を 25m 格子（計算メッシュという）

に分割して、これを 1 単位として計算しています。また、計
算メッシュの地盤高は航空レーザー測量結果をもとに平均
地盤高を算定したものを用いています。このため、微地形に

よる影響が表せていない場合があります。なお、航空レーザ
ー測量は平成 25 年度、河道の測量は平成 24 年度に実施した
データを用いて計算しています。 
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資料：大和川洪水浸水想定区域図（平成 28 年 5 月国土交通省） 

図 1-10 大和川水系大和川洪水浸水想定区域図（計画規模） 

 
※大和川洪水浸水想定区域図（計画規模）は、リスクを適切に把握し、発生確率に応じた適切な対応を検討するために、比較的発生頻度の高い降雨として、「河川整備の目標とする降雨」164ｍｍ/12ｈを想定しています。 
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（空白ページです） 
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資料：寝屋川浸水想定区域図（平成 18 年 3 月大阪府） 

図 1-11 寝屋川浸水想定区域図 

資料：土砂災害警戒区域等（大阪府） 

図 1-12 土砂災害警戒区域 

※寝屋川浸水想定区域図は、寝屋川流域の日総雨量 311.2ｍｍを想定しています。 

※土砂災害警戒区域の指定箇所数（平成 30 年 1 月 24 日時点）（急傾斜：188 箇所、土石流：42 箇所、地すべり：3 箇所） 
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（空白ページです） 
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■Ⅱ 大和川洪水浸水想定区域図（家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食））について 

１．家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）とは 
 
家屋倒壊等氾濫想定区域（河岸浸食）とは、洪水時の河岸浸食により、木造・非木造によらず、

家屋の倒壊のおそれがある区域です。平成 27 年の水防法改正により、避難参考情報として河川管

理者による作成・公表がされるようになりました。 
 

２．設定方法 
 
洪水中に生じる河岸浸食幅は、洪水の規模や継続期間、河道の断面形状、河岸の地質、護岸の有

無などによって異なり、その幅を定量的に評価することができません。そのため、「洪水浸水想定

区域図作成マニュアル（第 4 版）平成 27 年７月 国土交通省 国土技術政策総合研究所」におい

て、過去に発生した全国の河岸浸食の事例を参考に、該当の河川断面の種類毎（「掘込河道の場合」、

「有堤区間かつ単断面の場合」、「有堤区間かつ複断面の場合」）に、河川幅（B）、河岸高（hb）、河

川勾配（B/hb）の状況から、浸食幅を設定する方法が示されています。 

「堀込河道の場合」の浸食幅が比較的大きくなる傾向にあります。 

 
出典：洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第 4 版）平成 27 年７月 国土交通省 土技術政策総合研究所 

図 2-1 河岸浸食幅の設定方法  
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３．算定結果 
 
 洪水浸水想定区域図作成マニュアルから、浸食幅の算定を行いました。 

大和川の右岸側はスーパー堤防区間のため「掘込」と設定して算定したところ、浸食幅が 70ｍ

程度となりました。 

一方で、同じ箇所において、左岸側は「有堤複」として計算すると、浸食幅はなしとなります。 
 
表 2-1 浸食幅の試算 （単位：m） 

距離標 
堤防種別 川幅 

Ｂ 
河川勾配 

i b 

河岸高 ｈb 浸食幅 Ｂe 

左岸 右岸 左岸 右岸 左岸 右岸 

17.8ｋ 有堤複 有堤複 212 1160 2. 5 2.0 － － 

18.0ｋ 有堤複 掘込 286 1160 2.0 6.9 － 69.2 

18.2ｋ 掘込 掘込 371 1160 6.7 6.7 66.6 67.2 

18.4ｋ 有堤複 掘込 241 1160 2.9 10.0 － 70.0 

18.6ｋ 有堤複 掘込 233 1160 1. 6 7. 0 － 70.3 

18.8ｋ 有堤複 掘込 207 1160 2.0 6.8 － 68.2 

19.0ｋ 有堤単 掘込 134 1160 3. 6 7. 5 35.9 37.4 

19.2ｋ 有堤複 有堤複 182 1160 3. 1 2. 6 － － 
※赤枠で示す区間がスーパー堤防区間 

※川幅、河川勾配、河岸高データについては、大和川河川事務所で聞き取り調査を行い、洪水浸水想定区域図作成マニ

ュアルの算定方法から浸食幅を算定 

 

 
資料：大和川洪水浸水想定区域図（7）（平成 28 年 5 月国土交通省）より一部加筆 

URL https://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/prepare/disaster/pdf/yamatosinsui01.pdf 

図 2-2 大和川洪水浸水想定区域図 

  

柏原市役所 柏原庁舎 
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４．過去の水害時の状況 

 

 平成 29 年 10 月 22 日・23 日の前線、台風 21 号では、柏原水位観測所で史上最高水位（5.78ｍ）

を記録し、初めて「氾濫危険水位」を上回る事態となりました。奈良県を中心に広範囲で浸水被害

等が発せしました。 

 柏原庁舎前においては、非常に高い水位となりましたが、低水護岸が 115ｍに渡って一部損傷し

た以外、堤防自体の浸食は確認されませんでした。 

  

 
出典：台風 21 号と前線による大和川における大雨の概要（平成 29 年 11 月 13 日大和川河川事務所） 

URL https://www.kkr.mlit.go.jp/yamato/prepare/disaster/report/pdf/disa_01_20171113.pdf 

図 2-3 台風 21 号と前線による大和川における大雨の概要① 






























































